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― ベンゲット道路をめぐる記憶と景観 ― 
 
大平 晃久 （国際文化講座教員） 
 
ヒル・ステーション，バギオ 
バギオ Baguio はフィリピンのルソン島北部，コルディリェラ行政区域に属する，人口 34.5 万人


























論文・記事 18点，新聞記事 19点について収集し，それらをもとに考察を加えた。 
ベンゲット「伝説」とバギオ 

























































































図 3 邦人慰霊碑         図 4 ベンゲット道路展望台の記念プレート 
市街の北西，バギオ市営墓地にある。2014年撮影。           2014年撮影。 
図 5 日本人・日系人慰霊堂           図 6 日本人小学校跡 
バギオ市営墓地内の図 3の右手下にあり，周囲には  市街北部に位置し，門柱が残る。戦前の在留邦人の数少 
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39) 前掲 29) 。 
40) 1959年と 83年の記念碑がはらむ問題については早瀬が詳しく論じている。前掲 5) 238-243頁。 
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